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研究成果の概要（和文）：　言語による空間移動の表現には興味深い差異と共通性がある。今までの研究では移
動の経路が表わされるのが主動詞かそれ以外かという観点から言語の分類が行われてきた。しかし、経路の表現
位置は経路の種類によって異なる。本研究では、統一的な通言語的ビデオ実験によって、多様な経路について10
の言語において調査を行った。その結果、最も主動詞で表現されやすいのはUP/DOWNであり、されにくいのはTO,
 FROM, ALONGであることが分かった。このように、経路には、主動詞で表現されやすいものからそうでないもの
まで、ゆるやかな序列がある。この発見に基づいて、言語の差異をより明確に示すことが出来るのである。

研究成果の概要（英文）：Languages exhibit interesting commonalities and variation in the description
 of spatial motion. Previous studies have focused on whether Path of motion is expressed in the main
 verb or other elements. However, the coding of Path depnds on the types of Paths described. In this
 study various Path types are examined through a video-based production experiment conducted in 10 
languages. The results show that, crosslinguisticallu, UP/DOWN are most likely to be expressed in 
the main verb, while TO, FROM, and ALONG are least likely expressed in that position. Thus different
 Paths can form a scale in terms of the likelihood of being expressed in the main verb position. 
This finding allows us to formulate  differences found among languages in more accurate and 
intersting ways.

研究分野： 言語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
この研究では、人や物が移動するという基本的な事象を、諸言語がどのように表現するのかを比較研究したもの
である。移動の経路を表現するのに動詞を使うかどうかを調べ、諸言語に見られる差異の背後に共通した原則が
あることを示した。このような共通性は、人間が人間であるゆえに持つ様々な傾向を反映しているものと考えら
れる。したがってこのような研究は広く人間理解につながるものである。
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１．研究開始当初の背景 

諸言語における移動表現については、Talmy（1991）が類型を提案しており、それを発端とし
て様々な言語についての研究が盛んに行われてきた。Talmyは、移動表現の中核にある意味要素は
経路であるとし、その経路が文中のどの位置で表現されるかから言語が分類されるとした。研究代
表者は、長く移動表現を研究の対象とし、特に最近では、日本ではあまり行われてこなかった
ビデオ実験を用いた研究に取り組んできた。これらのプロジェクトによって明らかになったこ
との一つは、同じ言語においても、経路の種類によって表現のパタンが大きく異なることであ
った。しかしながら、この研究には限界があった。実験的に調べた経路がTO、INTO、UP の三
つのみであったため、この考え方がどこまで一般的なものか、深く検証するまでには至らなか
った。したがって、より幅広い種類の経路についての研究の必要があった。 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は、人間の言語が、人や物の移動をどのように表現するかについて、諸言語の

共通性と差異を統一的な課題を用いて明らかにするものである。具体的には、「ビデオ実験」の手

法を用いて、人や物が様々な経路を移動するシーンを15 の言語がどのように表現するかを調査する。

同じ言語でも、経路の種類によって異なる表現形式が用いられることに注目して、移動の言語

化に関するある仮説を検証し、それに基づいて、諸言語の移動表現における共通性と差異を見出

し、移動表現の類型に関する新たな提案を行う。さらに、言語表現の背後にある空間知覚や、他

の類型的特性との関連についても考察を行い、人間言語の共通性と変異の要因の解明に迫る。 
 
３．研究の方法 

移動表現の類型の鍵とされる経路の表現手段についてさらに研究を進める。具体的には、UP、
DOWN、INTO、OUT、ACROSS、OVER、ALONG、TO, FROM などの多くの種類の移動経路を

人が移動する場面に関して、諸言語の表現を体系的に比較するビデオ実験を行った。 
 
 
４．研究成果 
 調査の結果、多くの言語において経路の種類によって表現パターンが異なり、さらにその変
異に諸言語に共通した傾向があることが明らかになった。具体的には、主動詞でコード化され
やすい経路からされにくいものまで、緩やかな序列があり、それが共通のスケールで捉えられ
ることが示された。そのスケールは下図のものであり、右側に行くほど主動詞として表現され
やすい。最も主動詞でコード化されやすいのは上下の方向を表す UP/DOWN であり、次が
ACROSS などの境界越えを含む経路である。一方、主動詞で表現されにくいのは TOWARD, 
ALONG であり、これらは非終結的な経路である。この調査を行わなかった言語においても、

この主張と一貫した傾向が見られる
ことが分かった。この傾向は、知覚的
に卓立性が高い経路が主動詞になり
やすいことを示している。上記の発見
に基づいて、経路の表現位置に基づく
これまでの類型は、このスケール上で
どの範囲の経路を主動詞で表現する
かという観点から再定義される。 
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